










さくら市のふるさと納税返礼品
としても人気の特産品の数々。
さくら市ならではの魅力的な
グルメをご紹介します。

ここにしかない“おいしい”が集結

世界に愛されるウイスキー工場があるまち
　自然豊かな“弥五郎の森”に「ニッカウ
ヰスキー栃木工場」があります。「フロム・
ザ・バレル」は重厚な味わいとコク、豊か
に広がる香りが特徴。本場欧州で絶大
な人気を誇る、ニッカ渾身の一本です。

　栃木県のオリジナル品種として2019

年に初出荷された「とちあいか」は、酸味
が少なく、甘さと香りが際立ったいちごで
す。いちごに熟知した専門農家が栽培。
果汁があふれるジューシーさも格別です。

ニッカウヰスキー フロム・ザ・バレル
甘さ格別！栃木オリジナルの新品種

とちあいか
環境も飼料もこだわった極上ブランド牛
　那須岳のすそのに広がる大自然の中
で、天然ハーブのオレガノを主原料とした
14種類のハーブを飼料に、健康的な環境
で育てられています。上質な甘みを持つ
サシ、とろけるような肉質を堪能できます。

さくら和牛

しっとり濃厚、際立つ「紅はるか」の甘み！
　さくら市内の旧小学校を再利用した専
用工場で、無添加無着色で生産。良質
な紅はるかを厳選し、熟成蔵でじっくりと
熟成させた干しいもは糖度が増し、子ど
もから大人まで夢中になるおいしさです。

干しいも甘極み
地粉イワイノダイチで打つご当地うどん

　さくら市氏家地区は、知られざる小麦
の産地です。丹精込めて栽培した「イワ
イノダイチ」を使った「氏家うどん」は、製
粉にもこだわり「全粒粉」を使用。独特
の色合いと香りが楽しめます。

氏家うどん

“米どころ”とちぎ自慢のコシヒカリ
　栃木県産コシヒカリの特徴は、粘り強
さと、噛むほどに感じる甘み。栽培に適し
た環境の中、愛情を込め育てています。
ビタミン・ミネラル・食物繊維も豊富。噛
みしめて食べたくなる良質なお米です。

　創業から75年、変わらない製造法で守
り続ける、ずっしりした重さと、ふっくら、も
ちもち食感が特徴のパン。噛めば噛むほ
どほんのり甘い昔懐かしい味わいで、世
代問わず愛されています。

コシヒカリ
ずっしり、ふっくら。長年愛されるソウルフード

温泉パン
新鮮な野菜が持つ力強いおいしさ

　自然環境に恵まれたさくら市は、野菜
もしっかりと栄養を蓄え力強く育ちます。
地元の生産者が愛情と誇りをもって育
てた野菜はどれも味が濃く感動するおい
しさ。さまざまな旬の野菜に出会えます。

採れたて野菜

　豊かな水資源がある喜連川エリアは
鮎の生産が盛んで、東日本一の生産量
を誇ります。豊かな湧水で育つ鮎は身が
ふっくら。炭火でていねいに焼き上げた
鮎は風味が引き立ちます。

生産量東日本一！恵まれた湧水育ちの鮎

 鮎  炭火焼き

学校施設の
長寿命化

【ふるさと納税の魅力】
特産品などお礼品がもらえる！
寄附への感謝として、地域の特産品などをお礼品として寄附者に届けています。

1 寄附金の使い道を指定できる！
寄附金をどんな用途に使ってほしいか、
使い道を選択することができます。

3

税金の控除、還付が受けられる！
控除上限額（収入や家族構成などにより異なる）内で寄附を行なった場合、
合計寄附額から2,000円を引いた額について
「翌年の住民税の控除」「所得税の還付」を受けることができます。

2
ふるさと納税で税金控除を受けるためには自分にあっ
た手続きを行ってください。さくら市のおいしい特産品
が集結した返礼品サイトをぜひチェック！ 

ふるさと納税寄附金　主な事業活用について（一例）

こんな事業活用を計画しています

桜の郷づくり

学校のデジタル化推進

早乙女桜並木
の再整備
「早乙女の桜並木」の美
しい景観を未来へ引き継
ぐため、道路拡幅にあわ
せ桜並木の再生計画を
進めていきます。

給食センターの
建設（建替え）
栄養面やアレルギー対
応に優れた安心安全な
給食を、市内8校の小中
学校に提供できるよう給
食センターを整備します。

さくら市総合公園におい
て、親子や友達同士で自由
に楽しめるスポーツウォール
等の整備に活用しました。
ボルダリングやサッカー・野
球・テニスの壁打ち、バス
ケットコート、スケートボード
パークを無料で開放してい
ます。

各教室への電子黒板配備や、児童生徒一
人ひとりへのパソコン導入など、教育環境へ
の整備に活用しました。

体育施設整備

ふるさと納税とは、都道府県・市区町村への「寄附」のことで、
自分の意思で応援したい自治体を選ぶことができる制度です。

さくら市ふるさと納税

老朽化している学校を、
安全に快適に過ごせる
ように、耐震施工をはじ
め外壁塗装やトイレ改修
などに活用しました。

豊かな桜の郷づくりのた
め、鬼怒川・荒川の桜づ
つみをはじめとした桜の
保全や普及・啓発活動、
新たな桜の植栽などに
活用しました。

“子どものために、未来のために”


